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今由京都大挙盛挙部武居蚤館爾研究塁の協同研究に依 9.新合歳畢薬i甲C/中の有効休であ声γ･BHtI

の定量弱軍十テログラフに如 容易嘩 施出葬るま東 亘.り鼓し牢羊と岬 期的な報 であは して 本

誌 (p.岳0-34)町費表された別 であbま才 ∴ ､/∫

こ由定量法の正確度は報告の枝に声性慶であ･b/･妄して,I,之に用います溶姓としての.≠Dioxane電解質･､-･､′,_

として.の TetramethylよnlmOnjuふ遍 以如 慮適の:Sの拝早出,されま血 ･､一幸共に之等試薬の坪庭が

灘常に重曹であblまして例冬ば Dioxane舟 に食きれる aldehyqeの畳は銀鏡反厳の様な従爽知られた/I

有機化撃的定性法で測宙出蘇る以上の微量せも有智で卒もて 一々ポ丁ラ ロ少与アに依って比殴試験が行

われなければなりません. 1､ /●

弊社製品の EYEポーラ･pFlラフ用保設試薬は上記爾研究塁の御指導に/より周到な注意を以て合成し∫I

又精製し七 更に館研究虫に於て厳密なポ十ラ･.2g.ラ:?試験を経た後厳封し保琵票を附けたものであかま

すJ御使用正常っては特に取砂 保管に細注意函南 す･:

庵 由 保離 関する安住上本虻よ纏 接由肝大雨 る療癖 噌 〔ます･･

- 化碗襲串Br一業株革督束′ ･./

市 尋､京隆国 ノ嶺卑原町七重通
電層⊥壬､生･(P4),468.3琴 '--
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やゝように党生の仕事は主として啓虫の生活史,I

生 恩の緬 に力がそそがれたのであるが･究際 .､.
･駒の青虫駆除の両をも決して忘れられた冨寄せはな ∴

い･呑そ羊にも発生の大きな業故のあとをうかが 一

うことが出来やのである･.ややとも仰 げ.Tf際吟 .I

流れて●しま心 ,Ⅱ鈴的な田の必要性を忘れがちな

J方田に封して孤舘的研究の必要を示されたのは界′

生の御仕事であった･､帝酸ガス燥茶'石衣硫黄合

剤の研究,､=化映虫浸水駆除の問題などは若き日.

め先生が熱情をかたむけられた仕事であb.,､,1,チ

ヒ1)ノキの殺虫効果,ク.p-ルビク7)ン焼茶の間

臥 乾勲による変蛾の車除みどは後年の大きな御a
労作である･

京琴大学にはそれ畠でも2回にわたbて講師と

して畏莞昆虫如 っりて講義をされたのであも如∴一

喝桝 1年には教授と十て赴任せられた･その後,
後進の指弔.PC布念される傍'̀次々と研究の歩を進 一

･められた･キスヂノミ:̂ や㌢Phyllotreta-'vittah
の生活史,その耐蛮性,食性などの研究'セ汐T' ･

サンカ Sogotafurcifcra 及び TJビイ77ウン'h＼

yilaParVataOryZaeの生態に関する研究'貯袈

昏虫の煉茶剤に関する基礎的の研究などを次々と∫
. ､ ､ 卜

を偉大ならしめている

行われた･･ ‥ .

顧 ロ12年に京都大串内に防虫科挙研究所やミ設立 .,I

されるやその由串となられ,研究の指導を援助さ

れ'またその敬展に大き､なカを轟されたのである･
･,*JH放生は現在の書が国の生んだ最も卓越した

庖t'用昆虫笹者である･その虚勢な研究心,するtZI/

vILかも正確緬 察力,中平函 断力,そ好らの ･～
科挙者として持つべきあらゆ早佳作牢粂ね持たkTJ/･- 1
た先生は最も秀でた科挙者の一人でも参る･その ､

やさしい御心'気高い御小梅,･.それら.嘩更rc党生J_-._._tIー l

発生は京都大笹を定年rFて御逸官後先生甲声2

9故郷とも曽5.べき倉敷起近い岡山願高吟の岡山

畏莞将門笹校長とトて'-創設日なお浅い同校の畿

展にそのカを専ら纏 叩 ておられ去･琴時甲V l

ためて.bられた御体も'':今や齢を新にせもれ亨香iZI

に倍するように御元気で挙る:.

すぐ<ての発生を知る人に代つ七;否すべての昆
虫に関心をもつ^太を代表して,私はここに先生

の御健駿ならんことを心より折るものであも.
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敦符節 ′財団法人 防虫斜畢研究脇付
∫ ,i_メ

■ 京亦方左京国東田町 京亦大串内

芸 冨 芸 Fi H ′ 俊 郎 .･/ '

＼､ / 祁 市左京酎 旭川1京恥 串良郎 ∴ 野 尻 一丸眉 林式食紅 京都支店

印刷者 -.伊 藤 衆 三 文好古河原町議四膝上ル

)I､了印誓 ' 中央 印風砕 式骨態 配師 ∴ 日本田版配給統制株式倉放

ち･長 野扱 岡谷 市 外 三再 来和 千代蛸 焔 町2ノヲ
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